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歯科 ・口腔外科領域感染症 におけ るSY5555の 細菌学的検討
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経 口用 ペ ネ ム 系 抗 菌 剤 で あ るSY5555の 歯 科 ・口 腔 外 科 感 染 症 か ら の 分 離 菌139株 に 対 す るin

vitro抗 菌 力 をcefaclor(CCL),cefuroxime(CXM),cefteram(CFTM),ampicillin(ABPC),

ofloxacin(OFLX)お よ びclindamycin(CLDM)と 比 較 した 。 全 分 離 菌 に 対 す る本 剤 の 抗 菌

力 はMICrange≦0.025～3.13μg/ml,MIC50が0.05μg/ml,MIC90が0.20μg/mlと 優 れ た 抗 菌

力 を示 した00ral Streptococci(47株)に 対 す る 本 剤 の 抗 菌 力 はMICrange≦0.025～0.39μg/

m1,MIC5。 お よ びMIC90が そ れ ぞ れ0.05,0.10μg/m1で 本 剤 のOral Streptococciに 対 す る 抗

菌 力 を対 照 薬 剤 と比 較 す る とCCLの64倍,CXMの16倍,CFTMの8倍,ABPCの16倍,OFLX

の64倍,CLDMの4倍 強 い 抗 菌 力 で あ っ た0
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SY5555は サ ン トリー株 式 会社 生物 研 究所 に お いて

合 成 され,山 之 内製薬株 式会社 とサ ン トリー株 式会社

にお い て共 同 開発 され た経 口用 ペ ネ ム系 抗 菌 剤 で あ

る。

私 たちは歯科 ・口腔外科 感染症 におけ る閉塞膿 瘍 か

ら検 出 され た菌 につ いて本 剤 の抗菌作 用 を検 討 した の

で報 告す る。 なお,対 照薬 剤 としてcefaclor(CCL),

cefuroxime(CXM),cefteram(CFTM), ampicillin

(ABPC),ofloxacin(OFLX)お よ びclindamycin

(CLDM)を 用 い た。

1.材 料 と 方 法

1.使 用 薬剤

SY5555(山 之 内製 薬),cefaclor(CCL,塩 野義 製薬),

cefuroxime(CXM,日 本 グ ラ ク ソ),cefteram

(CFTM,富 山化学),ampicillin(ABPC,明 治製菓),

ofloxacin(OFLX,第 一 製 薬)お よ びclindamycin

(CLDM,日 本 ア ップ ジ ョン)を 用 い た。

2.使 用菌株

歯科 ・口腔外 科感染 症 の閉塞 膿瘍か ら検 出 された139

株 につ いて検討 を した。 す なわ ち1991年8月 か ら1992

年3月 までに いわ き市立総 合磐城 共 立病院 歯科 ・口腔

外科,足 利赤 十字病 院歯科 ・口腔外科,東 海大学 医学

部 口腔外科 お よび豊 橋 市民病 院歯科 ・口腔外 科 を受 診

した急性 歯性感 染症118例 の うち,閉 塞膿 瘍 を形成 して

い る55例 よ り,本 剤投 与前 にneedle-aspirationを 施行

し,変 法嫌 気 ポー ター(ク リニ カル ・サ プ ラ イ社 製)

に て移 送 し,同 定 され た139株 を使 用菌株 とした。

3.分 離 同定 と薬 剤感受 性測 定法

細菌 の分 離 同定 は歯科 口腔外 科領 域閉 塞膿 瘍の 細菌

検 索1)に従 って行 った。Oral Streptococciは 簡 易 同定

キ ッ トを用 い てOralStreptococciお よび そ の他 の 口

腔 内球 菌 の 同定 手順1)に従 った。 同一 の生物 学 的 性 状

を示すStreptococcuS anginoSusとStreptococcuS con-

StellatuSに つ い ては溶 血性 で 区別 し,β 溶血 の もの を

SanginoSuS,α お よび γ溶血 の もの をS.constellatuS

と定め た。最 小発 育阻 止濃度(MIC)の 測定 は 日本 化

学療 法学 会標 準法23)に従 って行 った。

H.結 果

1.分 離菌 お よび薬剤 感受 性

Table1に 示 した よ うに,好 気性 菌64株,嫌 気 性菌

75株 が 検 出 さ れ た。 最 も 多 く分 離 さ れ た の はOral

Streptococciで47株 と全分 離菌 の34%を しめ た。Oral

Streptococci(47株)に 対 す る本 剤 の 抗 菌 力 はMIC

range≦0.025～0.39μg/ml,MIC50お よびMICgoが そ

*〒326栃 木県足利市本城3-2100
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Table 1. MICs of SY5555 against isolated organisms
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Table 1. (Continued)
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Table 1.(Continued)
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Table 1.(Continued)
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Table 1.(Continued)

れ そ れ0.05,0.10μg/mlと 優 れ た 抗 菌 力 を示 した 。 本

剤 のOral Streptococciに 対 す る抗 菌 力 を対 照 薬 剤 と

比 較 す る とCCLの64倍, CXMの16倍, CFTMの8

倍,ABPCの16倍,OFLXの64倍,CLDMの4倍 強 い

抗 菌 力 で あ っ た。

Peptostreptococcus(20株)に 対 す る本 剤 の 抗 菌 力 は

MICrangeが ≦0.025～0.20μg/ml,MIC50が ≦0.025,

MIC90が0.05μg/mlと 優 れ た抗 菌 力 を示 し た。 本 剤 の

Peptostreptococcusに 対 す る 抗 菌 力 を 対 照 薬 剤 と比 較

す る とCCLの128倍,CXMお よ びCFTMの32倍,

ABPCお よ びOFLXの8倍 強 い 抗 菌 力 で,CLDMと

同 様 の 抗 菌 力 で あ っ た 。

Prevotella(27株)に 対 す る 本 剤 の 抗 菌 力 はMIC

rangeが ≦0.025～0.78μg/ml,MIC50が0.05, MIC90が

0.20μg/mlと 優 れ た抗 菌 力 を示 した 。本 剤 のPrevotel-

laに 対 す る 抗 菌 力 を 対 照 薬 剤 と比 較 す る とCCLの

512倍,CXMの4倍,CFTMの8倍, ABPCの4倍,

OFLXの8倍 強 い 抗 菌 力 を 示 し た が,CLDMに 比 べ

1/2の 活 性 で あ っ た 。Fusobacterium(17株)に 対 す る

本 剤 の 抗 菌 力 はMIC rangeが ≦0.025～3.13μg/ml,

MIC50が ≦0.025, MIC90が0.20μg/mlと 優 れ た 抗 菌 力

を 示 した 。本 剤 のFusobacteriumに 対 す る抗 菌 力 を 対

照 薬 剤 と 比 較 す る とCCLの64倍,CXMお よ び

CFTMの8倍,ABPCの4倍, OFLXの8倍, CLDM

の2倍 強 い抗 菌 力 を示 した 。

III.考 察

口腔 感 染 症 の 起 炎 菌 はOral Streptococci, Peptos-

tzeptococcus, Prevotella, Porphyromonasお よ び
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Fなsobacteriumな どであ る。今 回の急性 歯性 感 染症 か

らの分 離傾 向 もこれ までの報 告4)と著 しい違 いは認 め

られ なか った。

SY5555は これ ら主 要菌 種 に対 して極 め て強 い抗 菌

力 を示 した。 なか で もOral Streptococciに 対 す る本

剤 の抗 菌 力 はMIC90が0.10μg/mlと 優 れ た抗菌 力 で,

従 来 第一選 択 剤 と して使 用 され て い たABPCの16倍

の抗菌 力で あっ た。 さらに,急 性歯性 感染 症 の閉塞 膿

瘍 か ら単 独 で分 離 され る頻度 が高 く,肺 炎 な どの呼 吸

器 感染症 の起 炎菌 で もあ る"Streptococcus milleri"グ

ループ(Streptococcなs intermedius,S.anginosusお よ

びS.comtellatus)に 対 して本 剤の抗 菌 力 はMIC90が

0.05μg/mlとABPCの32倍 の抗菌 力で あ った。

本報告 で も明 らか な よ うに,Oral Streptococciに 対

す るABPCの 抗 菌 力 は低 下 して い る。ABPCのOral

Streptococciに 対 す るMICが25μg/ml以 上 の 高 度 耐

性株 は認め られ なか った が,MIC rangeは ≦0.025～

3.13μg/mlで あ り,ピ ー ク は0.78μg/mlで あ っ た。

1987年 の 報告5)で はMICg。 が0.20μg/mlで あ り,こ こ

数年 間耐性 傾 向が顕 著 に進 ん でい る こ とがわ か る。

SY5555は 口腔感 染症 の 主要 菌 種 に対 す る抗 菌特 性

が極 め て強 く,本 剤の体 内動 態 が良 けれ ば 口腔感染 症

に対 して優 れた抗菌 剤 に なる と思 える。
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We compared the in vitro antibacterial activity of SY5555, a new oral penem antibiotic, with that of

cefaclor (CCL), cefuroxime (CXM), cefteram (CFTM), ampicillin (ABPC), ofloxacin (OFLX) and clin-

damycin (CLDM). The antibacterial activity of SY5555 against 139 clinical isolates from dentistry and oral

surgery infections was as follows.

The MIC range of SY5555 against 139 clinical isolates was s0.025•`3.13ƒÊg/ml, the MIC50 was 0.05 1ƒÊg/

ml and the MIC90 was 0.20ƒÊg/ml. The MIC range of SY5555 against Oral Streptococci (47 strains) was

<0.025 0.39ƒÊg/ml, and the MIC50 and MIC90 were 0.05, 0.10ƒÊg/ml, respectively. Against Oral Streptococ-

ci, SY5555 showed 4- to 64-fold greater antibacterial activity than CCL, CXM, CFTM, ABPC, OFLX and

CLDM.


